
医療ガスについて
一般社団法人
日本産業・医療ガス協会
医療ガス部門

在宅酸素療法とは

・血液中の酸素が不足している方が、ご自宅など病院以外の場所で、不足している酸素を吸入する治療法です。
・医師の診断により、保険が適用されます。
・全国で17万人以上の方々がご自宅で酸素を吸入しています。
・酸素濃縮装置や、液化酸素装置の親機・子機、携帯用酸素ボンベ等を使用して、酸素を吸入します。

本装置は空気中の窒素を吸着剤に吸着させることで分離して、
酸素を連続的に発生させる装置です。

酸素濃縮装置使用例
酸素濃縮装置

１．酸素濃縮装置

酸素濃縮装置は在宅酸素療法を実施する患者に
最も多く使用されている装置で、居宅内で酸素吸入
する目的で使用します。
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発生する酸素濃度は90～93％程度が一般的です。
酸素濃縮装置を適切に作動させるために、風通しがよく
適温で清潔な環境に設置する必要があります。
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液化酸素装置の充塡作業

販売業者は、使用するガスの性質や装置について
説明し、保安に関する周知文書を年1回配布するこ
とが、「高圧ガス保安法第20条の5」の規定により
義務付けられています。

２．液化酸素装置

３．携帯用酸素ボンベ

患者の負担をできるだけ軽減するために、
軽量化された容器を使用しています。

2

在宅酸素療法用液化酸素装置は、患者が居宅や
通院時に医療用酸素を吸入する目的で使用します。

この装置は、患者が親機から子機に移し変えるなど
直接高圧ガスを取り扱うので、LGCに比べて圧力を
低く設計されています。

在宅酸素療法用の携帯用酸素ボンベは、
患者が医療機関への通院や外出時に吸入
するための医療用酸素のボンベです。

携帯用酸素ボンベの充塡作業

子機 親機

ボンベ用のバッグ、カー
ト

携帯用酸素ボンベ

ボンベの素材は、アルミとガラス繊維またはカーボン
繊維を使用した一般複合容器（FRP容器）やアルミ製

の容器が主流となっています。
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在宅酸素療法の注意

酸素供給装置は、周囲に火気や発火性・引火性のものが
ない場所に設置し、装置本体・延長チューブ・カニューラなどの
近くに火気を近づけないこと、喫煙は厳禁であることを患者さん
本人はもとよりご家族など同居している方にもご理解、徹底して
いただく必要があります。

酸素濃縮装置に貼付される警告ラベルの例

＊支燃性 ： 他のものの燃焼を助ける性質
・空気中で燃えるものは、酸素が多いと激しく燃え易くなる。
・空気中で燃え難いものでも酸素が多いと燃え易くなる。
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酸素は支燃性（＊）のガスであるため、
火気の取扱いには十分気を付けなければいけません。

協会ホームページに事故事例と注意喚起の文書を掲載しています。
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